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４．�アジアの未来：20世紀のジョン・
ヘイと21世紀のゼーリックの夢

（アジア外交をめぐる五つの緊張関係） 
　米国の東アジア、日本研究者のなかでわが国で

も知名度が高いマイケル・グリーンは、“米国の

アジア外交にグランドストラテジーはあるのか

（？）” との問題設定をして大部なBy More than 

Providence（注１）を書き上げる。そして、その解

を求めて、同書のなかで、米国建国時の1783年、

つまり、トマス・ジェファソンやジョン・クィン

シー・アダムスの時代にまで遡って、（東）アジ

ア外交をめぐる戦略的思想の葛藤と変遷を読み解

く。その作業を進める上で、グリーンが特に着目

したのが、米国外交のなかで繰り返されたアジア

政策をめぐる五つの “緊張関係（frictions）” で

　米国外交界のなかで “経済の分かる” 稀有な存在として知られているゼーリックは、建国以来「通商の自由」
を軸にして世界に展開した米国外交の伝統に精通する。冷戦期に生まれた軍事偏重の国家安全保障観に対して、
今日いち早く、“経済と安全保障” の重要性に着目し、“リベラルな国際秩序” の維持、発展のために米国が引き
続き果たすべき役割の大きさを強調する。そして、中国を含む、アジアの安定と繁栄を構想するゼーリックは、
TPPの持つ発展性とその戦略性を説き、また、日本に対して期待する。

Ｚからの “秘められた” メッセージ〔後編〕
─トランプ大統領の登場による不確実な時代の到来と国際関係の行方─
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